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《業 種 別 総 括 》 

                          令和 5年 5月 

〔漁 業〕 

・ 5月の漁獲量は前年を600㌧下回り､漁獲金額は前年を9,900万円上回った｡漁獲量では､底引網漁､

ツブ､ナマコ､ホッキ漁等が増加となり､定置網､カレイ､タコ漁､昆布等が減少した｡漁獲額では､

底引網､定置網､ツブ､ナマコ漁等が増加､カレイ､タコ漁､昆布が減少した｡ 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ 新ひだか町三石でみついし農協ブランド｢みついし花だより｣の共選出荷が始まり､道内一の生

産量を誇るデルフィニウムなどが道内や関東･関西方面の市場に送られている｡ 

・ 大型連休期間の道営ホッカイドウ競馬開催に合わせて､門別競馬場で3､4の両日に行ったイベン

ト｢春のケイバまつり｣が大人気となり､1日当たりの最多入場者数記録を更新した｡3日に1997年

の開設以来､最多となる3,546人を記録｡4日も過去2番目となる3,519人が来場した｡これまでの

最多入場は2017年5月3日の3,304人｡場内での家族連れで楽しめる催しが大盛況だった｡ 

〔建 設〕 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)の月中発注額は10億8,300万円､前年を3億6,200万円上回った｡ 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請負 

金額)は73億3,300万円で前年を27億7,600万円上回った｡ 

・ 5月の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は､11件で､前年と同数となった。 

〔小売業・飲食業〕  

・ 日高振興局は､6月28日から7月4日までＪＲ札幌駅の北海道どさんこプラザ札幌店で開催する｢ひ

だかフェア｣の出展者を募集している｡主に地元産の加工食品が対象で｢都市部のアンテナショ

ップで消費者の反応を探る機会になるので､新商品などを出展してほしい｣と呼びかけている｡ 

〔観光・その他〕 

・ 新ひだか町静内の｢第60回しずない桜まつり｣は7日間の日程を終えて4月30日に閉幕した｡入込

客数は､前年よりも6,744人少ない7万5,441人｡浦河町の｢優駿の里浦河桜まつり｣(4月29､30日)

と関連イベントでの入込客数は､全体で3万8,713人となった｡ 

〔雇 用〕 

・ 5月の浦河地区と全道の月間有効求人倍率は､浦河地区､全道ともに前年を下回った｡ 

〔総 括〕 

建設業の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証金額)は､前年を27億7,600万円上回り､

町発注工事は前年を3億6,200万円上回った｡5月の町発注工事は前年を上回り､手持ち工事確保

している企業も多く､安定感が見られる｡漁業の漁獲量は前年を600㌧下回り､漁獲金額は前年を

9,900万円上回った｡漁獲量では､定置網漁､カレイ漁が大幅に減少､タコ漁､昆布も減少している｡

底引網･ツブ漁は大幅に増加している｡飲食業は､コロナウイルスの規制緩和や第5種へ移行され

たことから､企業の歓迎会等の宴会や個人客も増え､客足は戻りつつある｡静内､浦河の桜まつり

は終了したが､両町には花客が見多く訪れ町内の飲食店には観光客が多く来店していた｡しかし､

物価高騰で仕入価格や光熱費が高くなり､経費の増加が経営を圧迫しており､客足は戻りつつあ

るも､厳しい経営状況となっている｡個人消費は､人の動きは活発になってきているが､物価高で

消費を抑える動きも見られ､先行きの不透明感は続いている｡今後夏に向け､観光シーズンも始

まり､各町のイベント等の通常開催も決まっており､各事業者は消費拡大､景気回復に期待を寄

せている｡ 



２ 

     

〔沿岸漁業〕カレイ､タコ､ホッキ､ナマコ漁等｡〔沖合い漁業〕定置網､ツブ､キンキ漁等｡ 

総漁獲量 2,891㌧・総漁獲額 9億3,000万円(前年同月比 600㌧減・9,900万円増)｡ 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

  

底引網漁……… 379ｔ ・  32百万円  ( 前年同月比    314ｔ増  ・  27百万円増 ) 

サケマス流網漁   16ｔ ・   8百万円  ( 前年同月比     3ｔ増  ・    増減なし ) 

定置網漁………1,700ｔ ・ 333百万円  ( 前年同月比    563ｔ減  ・  26百万円増 ) 

カレイ漁………  95ｔ ・  17百万円  ( 前年同月比    313ｔ減  ・  11百万円減 ) 

タコ漁…………  63ｔ ・  58百万円  ( 前年同月比     12ｔ減  ・  11百万円減 ) 

ツブ漁………… 145ｔ ・  27百万円  ( 前年同月比     75ｔ増  ・  14百万円増 ) 

ウニ漁…………   2ｔ ・   6百万円  ( 前年同月比      2ｔ増  ・   6百万円増 ) 

ナマコ漁………  16ｔ ・  80百万円  ( 前年同月比      4ｔ増  ・  28百万円増 ) 

ホッキ漁………  83ｔ ・  42百万円  ( 前年同月比      7ｔ増  ・   4百万円増 ) 

メヌケ漁………   9ｔ ・  21百万円  ( 前年同月比    増減なし ・   3百万円増 ) 

昆 布………… 124ｔ ・ 208百万円  ( 前月比売上     12ｔ減  ・  11百万円減 ) 

その他………･･ 259ｔ ・  98百万円  ( 前月比売上    105ｔ減  ・  24百万円増 ) 

 

・ 日高管内浦河､様似両町沖で､今年に入ってオオズワイガニが大量発生している｡この時期に行

うカレイ漁の刺し網を切ったり網に絡まったりしてカレイが取れなくなるなどしている｡カレ

イの刺し網漁に影響が出ている問題は､道が近くカニの特別採捕許可を出す見通しになったこ

とで､今後の焦点は取れたカニの活用策や行政による支援に移る｡大量発生の原因について漁業

関係者が挙げるのは､天敵であるタコの激減｡赤潮が発生する前は年間約650㌧あった日高中央

漁協(本所･浦河)のタコの漁獲量は､発生後には約60㌧に減った｡ただ､今年1月に様似町で調査

した道立総合研究機構栽培水試は｢タコの減少との因果関係も含めて､はっきりした原因は分か

らない｣としてる｡日高中央漁協によると､オオズワイガニの大量発生で浦河町の一部と様似町

では刺し網漁がほぼ操業できず､損失を数億円と見込む｡取れたカニの多くは甲幅5～7㌢で一般

的に市場流通する同8㌢に満たず､廃棄するしかない｡道は､かごで集中的にオオズワイガニを捕

獲できるよう､近くカニの特別採捕許可を出す見通し｡日高振興局水産課によると､市場取引が

できる以上､｢駆除ではなく､あくまで有効活用を目的に採捕してもらう｣という｡活用法として

想定されるのが加工業者への販売や､エビやタコ漁のエサなど｡一方､えりも漁協は大量発生し

ているものの大きな損害はなく､商品として売れるまでカニの成長を待ってから､漁獲する考え｡ 

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 
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〔軽種馬生産業〕 

・ サラブレッドの競り市｢北海道市場｣(日高･胆振･十勝軽種馬農協主催)の幕開けとなる2歳馬トレ

ーニングセールが5月23日､札幌競馬場で行われ､上場116頭(牡72頭､牝44頭)のうち､91頭(牡53頭 

牝38頭)が売却され､売却率は78.45％(前年71.64％)で過去最高となった｡上場頭数は昨年より18

頭減少し売却総額は税込み6億6,704万円(同7億6,934万円)｡一頭当たりの平均価格は733万円(同

801万円)と前年を下回った｡同セールでは2021年度からインターネットを利用したせり上げ(オン

ラインビッド)方式を導入｡｢通常せり＋オンラインビット｣によるハイブリッド方式で開催した｡

最高落札額は､日高町下河辺牧場生産の牡馬｢ピサノプリヴェ2021｣(父リオンディーズ)が2,420

万円(税込)で安原浩司氏が落札｡牝馬は新ひだか町三石･嶋田牧場生産の｢パラダイスコーブ2021｣

(父リアルスティール)が2,145万円(税込)でノルマンディーファームが落札した｡ 

・ ホッカイドウ競馬の17､18日の3回2日目まで10日間の累計販売額は､門別競馬場を含む道内のＡｉ

ｂａ(場外馬券発売所)やインターネット発売で､計64億3,860万5,370円(前年度対比112.56％､計

画比117.26％)となった｡17日は4億5,585万円(計画比94.19％)､18日は4億7,021万円(同97.47％)

を売り上げた｡17日の門別競馬場入場者は554人､18日は545人｡ 

〔農 業〕 

・ 浦河町は今年､特産の夏イチゴ｢すずあかね｣に代わる新品種の大規模栽培を試験的に行っている｡

すずあかねは栽培を始めてから10年以上が経過し､ライバルの産地も増えてきたことから､品種

の更新が迫られていた｡新品種は､すずあかねよりも甘く､規格外品の割合も少ないことなどが分

かっている｡町はすずあかねの後継品種の開発を2017年から農薬メーカー｢ホクサン｣(北広島)な

どと共同で町営のビニールハウスで20種類の品種の試験栽培に取り組んできた｡このうち､すず

あかねよりも酸味が抑えられ､日照不足で実が色づかない現象もほとんど見られない品種を後継

として有力視し､今年､大規模栽培を行っている｡品種名は､苗を提供するホクサンが公表してい

ないが､農林水産省に品種登録を申請中だという｡ 

〔花き栽培〕 

･ 5月の花き出荷実績は､47万本､金額 6,131万円(前年 50万本､6,793万円)｡ 

 

 

 

〔公共工事〕 

・ 日高管内の国･道･町発注公共工事の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は､73億 

3,300万円で､前年同月比27億7,600万円増加した｡ 

〔町発注工事・建築確認申請〕（令和5年5月） 

  工 事 件 数 金     額 （百万円） 確認申 
請件数   土 木 建 築 その他 計 土 木 建 築 その他 計 

新ひだか町 0 1 4 5 0 24 128 152 8 
浦 河 町 1 7 0 8 6 561 0 567 2 
様 似 町 3 3 5 11 6 137 16 159 1 

えりも町 2 3 2 7 54 30 37 121 0 
広 尾 町 0 0 2 2 0 0 84 84 0 

計 6 14 13 33 66 752 265 1,083 11 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)は 10億 8,300万円となった(前年同月 7億 2,100万円)｡ 

工事発注状況をみると､前年同月比では､件数は10件下回り､金額は3億6,200万円上回った｡ 

・ 5月中受付の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は 11件で､前年と同数となった｡ 
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〔木 材〕 

・チップ材の出荷状況(広尾地区)は､数量が625㌧(前年212㌧)で前年比194.8％の増加｡ 

出荷金額は1,399万円(同393万円)で前年比256.0％の増加｡ 

〔製 材〕 

・建材5月の受注は少なく､前年同月比減少している｡ 

 

 

〔卸売業〕 

・ 野菜は､道内産のダイコン､ハクサイ､ホウレン草､ニラ､アスパラ､セロリ､ブロッコリー､レタス､

トマト等が主体となり､本州産は､ニンジン､ゴボウ､キャベツ､ネギ､キュウリ､ナス等が出荷さ

れている｡果物は､本州産のリンゴ､イチゴ､メロン等が主体となっている｡ 

〔小売業・飲食業〕 

・ 札幌市のセンチュリーロイヤルホテルは､6月1日から同30日までの1カ月間､浦河･様似･えり

も･広尾の食の魅力で 4 町発の映画製作を応援！｢おいしい とんがりロードフェア｣を実施し

た｡同ホテルと浦河町の連携事業｡映画｢北の流氷｣(仮題)製作準備委員会､浦河､えりも､様似､広

尾の各町､日高信用金庫､林野庁北海道森林管理局後援｡映画製作に取り組む 4 町の食と映画の

テーマであるえりも岬緑化事業に関する展示を行うことで､映画製作の機運醸成とエリアの魅

力発信を図る目的｡浦河町とのコラボは今年で8回目となるが､同ホテルは来年5月に閉館する

ため､最後の連携事業となる｡ 

・ 4月28日からハワイ･ホノルルで開かれている北海道のラーメン店が集まるイベント｢北海道ラ

ーメンフェスティバル｣に新冠町内のラーメン店｢らーめん喜一郎｣が現地時間の 15 日から 31

日までの 17 日間参加した｡イベントは札幌のコンサルティング会社が､海外の人々に北海道の

ラーメンを知ってもらうことを目的に今回初開催｡喜一郎は大通公園で毎年開かれる｢さっぽろ

オータムフェスト｣に過去に3度出店していた縁で声がかかった｡イベントは7月30日まで｡ 

〔観光・その他〕 

・ 馬にちなんだ多彩な催しが行われる浦河町の｢シンザンフェスティバル｣が 7 月 29､30 日に､4

年ぶりに開かれる｡実行委はフェスで実施する｢馬上結婚式｣に参加するカップル1組と､馬産地･

浦河をＰＲする｢ミスシンザン｣2人を募集している｡馬上結婚式は､浦河町西舎の日本中央競馬

会(ＪＲＡ)日高育成牧場内の特設会場で行われ､馬車に乗った新郎新婦が会場を回り､祝福を受

ける｡衣装は自前だが､会場までの交通費や衣装代は実行委が一部負担するほか､｢うらかわ優駿

ビレッジアエル｣に無料で宿泊できる｡出会いや馬にまつわるエピソードに2人の写真を添えて､

実行委に応募する｡ミスシンザンは､町内在住か勤務する18歳以上(高校生を除く)の独身女性

が対象｡来年1月に京都競馬場で開催される｢シンザン記念｣でプレゼンターを務めるなど町の

ＰＲ活動を行う｡いずれも応募要項は町のホームページで確認できる｡ 

・ 大型連休後半の 4 日と 5 日の襟裳岬は､道央や道東､道外からの観光客でにぎわいを見せた｡4

日は､襟裳岬特有の強風(風速21㍍)で､観光客らは風の館に入館し､展望室から強い西風で岩礁

帯に砕け散る白波をのんびりと眺めながら､望遠鏡で岩場に寝そべるゼニガタアザラシ観察を

楽しんだ｡この日は､強風を避けての風の館への入館者は正午頃で350人を超え､同時刻の駐車

数は満車状態の120台｡さらに1日の観光客入り込み数は2,400人(町産業振興課調べ)を超え

た｡ 
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〔管内の倒産〕 

･ 当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産は､0件(前年同月0件)､負債総額ゼロ(同ゼロ)｡ 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は､0件(前年同月0件)､負債総額ゼロ(同ゼロ)｡ 

〔道内の倒産〕 

･ 北海道の倒産件数は20件(前年同月22件)､負債総額は27億200万円(同33億9,500万円)､倒産件 

  数は前月比3件増加､前年比2件の減少となった｡ 

〔全国の倒産〕 

･ 全国の倒産件数は706件(前年同月524件)､負債総額は2,787億3,400万円(同873億8,000万円)｡ 

倒産件数は前月比96件増加､前年比で182件の増加となった｡       （東京商工リサーチ） 

〔雇   用〕 

･ 5月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.40倍で､前年比0.17ポイント下降、前月比0.02ポイント 

下降した。有効求人数は889人で前年比176人の減少､前月比で33人の減少となった｡有効求職者 

数は635人で前年比42人の減少､前月比で13人の減少となった｡全道の月間有効求人倍率は0.95 

倍で､前年比0.05ポイント下降､前月比0.02ポイントの下降となった｡ 
 

 
 

 
 

管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 
 
5 / 7    第45回 新 潟 大 賞 典                          （ＧⅢ） 

カ  ラ  テ 号            (新冠町 中地 康弘 殿生産） 
 

5 /13   第25回 京都ハイジャンプ                          (Ｊ・ＧⅡ) 
       ダイシンクローバー 号       （新冠町 カミイスタット 殿生産） 
 

 
   「ウイニングチケット」浦河のお別れ会に２５０人 
    

1993年に競馬の日本ダービーを制し､今年2月に33歳で疝痛(腹痛)で死んだウイニングチケ 
ットのお別れ会が5月27日､｢うらかわ優駿ビレッジアエル｣で開かれた｡道内外からファンら 
約250人が訪れ､別れを惜しんだ｡同馬は､日本ダービーを制するなど14戦6勝の成績で引退｡ 
2005年からはアエルで余生を過ごし､競走馬をモチーフにしたアニメ・ゲーム｢ウマ娘｣のキ 
ャラクターとしても人気を集めていた｡存命する国内のＧ１優勝馬の中では最高齢として知 
られていた｡お別れ会は､28日の｢第90回日本ダービー｣に合わせてアエルが主催｡アエルの関 
係者があいさつした後､生産した藤原牧場(新ひだか町)の藤原悟郎社長がウイニングチケッ 
トの思いを語った｡会場では同馬が優勝した日本ダービーのレース映像を流し､参列したフ 
ァンが献花台の前で手を合わせた｡ 
 

  北海道市場トレーニングセール年度別成績表  
                                      (単位：頭、％、円)         

 

 

 

 

 

 

（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区  

年次 上場頭数 売却頭数 売却率 総売上額 最高価格 

2018 228 151 66.2 1,083,200,000 45,000,000 

2019 234 162 69.2 1,063,800,000 34,000,000 

2020 開催中止     

2021 124 83 66.9  592,100,000 30,000,000 

2022 134 96 71.6  699,400,000 42,000,000 

2023 116 91 78.4  606,400,000 22,000,000 

倒産・雇用状況 

その他 
 



６ 

 

《指  標》 

 

 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (令和 5 年 5 月末現在)                 (単位：人) 

町 村 名 
人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前月比 世帯数 前年同月比 前月比 

平 取 町 4,612 -35 6 2,456 25 6 

日 高 町 10,741 -312 -19 5,916 -74 -8 

新 冠 町 5,176 -31 -19 2,817 57 -9 

新 ひ だ か 町 20,784 -435 6 11,410 -87 8 

浦 河 町 11,547 -169 -26 6,666 -43 -25 

様 似 町 3,933 -118 -1 2,084 -36 3 

え り も 町 4,242 -118 0 2,050 -35 -1 

日高地区合計 61,035 -1,218 -53 33,399 -193 -26 

広 尾 町 6,108 -175 -1 3,210 -23 4 

大 樹 町 5,420 7 -9 2,837 76 2 

日高･十勝地区合計 72,563 -1,386 -63 39,446 -140 -20 

札 幌 市 1,959,485 -2,647 -256 1,103,548 8,373 451 

江 別 市 118,821 -572 -38 59,492 151 24 

石 狩 市 57,774 -165 -54 28,539 274 8 

北 広 島 市 57,143 -424 -1 28,266 99 4 

恵 庭 市 70,252 -1 76 35,224 431 90 

千 歳 市 97,767 189 78 51,941 701 53 

石狩地区合計 2,361,242 -3,620 -195 1,307,010 10,029 630 

苫 小 牧 市 167,502 -1,474 45 91,138 185 85 

厚 真 町 4,342 -53 -11 2,129 -2 -4 

む か わ 町 7,447 -139 21 4,074 4 29 

胆振地区合計 179,291 -1,666 55 97,341 187 110 

営業区域合計 2,613,096 -6,672 -203 1,443,797 10,076 720 

注:日高町の人口数に外国人登録者数は含まれていません。                 (資料出所:各市町村) 

 

 

２ 労働需給状況(令和5年5月)  

     （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 前年同月比 前月比 

月 間 有 効 求 人 数 889 85,282 -176 -6,544 -33 -1,486 

月間有効求職者数 635 89,979 -42 -1,745 -13 325 

月間有効求人倍率 1.40 0.95 -0.17 -0.05 -0.02 -0.02 

                                               (資料出所:北海道労働局) 

 

３ 企業倒産状況(令和5年5月)                                        
（単位：件、百万円） 

 件 数 金 額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地    区 

苫小牧管内 0 0 0 0 
  

うち新冠町～えりも町 0 0 0 0 
北 海 道 20 2,702 -2 -693   
全   国 706 278,734 182 191,354   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 



７ 

 

 

 
４ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(令和5年5月) 

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前年同月比 前 月 比 残 高 前年同月比 前 月 比 

178,996 1.02 1.00 58,382 1.00 0.99 

                                   （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

 

５ 町発注工事 (令和5年5月)                         （単位：百万円） 

(資料出所：各町) 
 
 
 

６ 建築確認申請 (令和5年5月) 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

(資料出所：各町) 

 

 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

令和5年5月中の気象状況                         (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本    年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1991～2020

年の資料から算出された平年値を

使用。気温は当月の平均気温から

平年値を差し引いたもの(平年比)。

降水量､日照時間は当月の降水量･

日照時間の平均を平年値で割り返 

したもの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 10.4 58.5 206.5 0.7 46.7 110.3 

広   尾 11.5 52.5 186.1 1.7 32.3 107.5 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

 

 

 5月 累  計 前年同月 前年同月累計 

件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 

新ひだか町 5 152 32 826 3 28 22 474 

浦 河 町 8 567 13 586 14 173 21 210 

様 似 町 11 159 11 159 11 289 11 289 

え り も 町 7 121 16 263 8 60 14 89 

小 計 31 999 72 1,834 36 550 68 1,062 

広 尾 町 2 84 14 145 7 171 17 283 

総合計 33 1,083 86 1,979 43 721 85 1,345 

 5月 累 計 前年同月 前年累計 

件 数 件 数 件 数 件 数 

新ひだか町 8 10 5 8 

浦 河 町 2 5 0 2 

様 似 町 1 2 1 2 

え り も 町 0 0 0 1 

小 計 11 17 6 13 

広 尾 町 0 2 5 6 

総合計 11 19 11 19 



８ 

 

                        日高振興局からのお知らせ 

 旅 館 業 法 の 許 可 を 受 け 、道 内 に 宿 泊 施 設 を 有 す る 中 小 宿 泊 事 業 者 の 皆 様 へ    

  

 

 

 

 

 

 

 

道では、電気料金等エネルギー価格高騰や人手不足の影響が特に大きい、道内中小宿泊事業者の負

担軽減を図るため、中小宿泊事業者の省エネルギー化及び省力化に資する設備導入を行う「宿泊業

環境整備緊急対策事業」を実施しますので、お知らせします。 

 

 

 宿泊業環境整備 

緊急対策事業  

のご案内 

 

・一施設一申請までです。 

・過去に公的補助・支援金の対象となった経費は対象外になります。 

注意点 

・上記内容は調整中のため変更となる場合があります。 

・申請方法等の詳細は、７月初旬に道のHPなどでお知らせします。 

（問合せ）北海道 経済部 観光局 観光地づくり係 
      TEL：011-204-5303  E-mail：kanko.web@pref.hokkaido.lg.jp 
      受付時間：平日（祝日除く）08：45～17：30 

補助率 

3/4 以内  
上限額 

500 万円  

省エネ設備の 
導入取組支援！ 

省力化に資する取
組支援！  

 

 

対象経費 

 

対象事業者 

旅館業法の許可を受け、道内に宿泊施設を有する 

中小宿泊事業者（ホテル・旅館、簡易宿所） 

補助率 

上限額 

補助率：３／４以内 

上限額：５００万円 

 省エネ設備の導入 省力化設備の導入 

エアコン、冷蔵庫、 
LED照明等 

自動チェックインの導入、客室制
御システムの導入等 

エネルギー消費量の 
年率10％以上の削減が見込ま 
れること 

省力化設備導入により 
経費の削減等の経営改善が見込ま
れること 

対象
経費 

対象
要件 

 

 

 

募集時期等 

募集開始 

募集締切 

採択結果 

事業実施報告 

支援金交付 

令和５年７月上旬 

令和５年８月上旬（先着ではありません） 

令和５年８月下旬 

遅くとも令和５年12月末までに完了し、 
随時、実績報告書を事務局宛に提出します。 

実績報告書を審査し、その後支給します。 



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2 丁目 31の 2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺 町 支 店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西 1 丁目 83の 59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静 内 支 店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町 1 丁目 1 の 15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三 石 支 店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町 197 の 23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様 似 支 店 〒058-0014 様似郡様似町大通 2 丁目 35の 2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町 170 の 1       ☎（01466）2-2311 

ATM 広 尾 支 店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通 8 丁目 7 の 1       ☎（01558）2-3161 

札 幌 支 店 〒060-0004 札幌市中央区北 4 条西 5 丁目 1―4      ☎（011）200-7070 

 

 

ATM 営業時間 平日 8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」の ATM が設置されております。 

土曜日 ATM 稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日 ATM 稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

 

店外 ATM 

浦河町役場内 ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～16：00 

浦河赤十字病院内 ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 

パセオ堺町店内 ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日･土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内 ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日・土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

日高徳洲会病院内 ATM 日高郡新ひだか町静内こうせい町 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 土曜 9：00～17：00 

※店外 ATM は、全て「ハンドセット搭載機」です。 

※ハンドセット付ＡＴＭ：プッシュボタン付受話器から、音声ガイ 

ダンスにより操作手順をご案内するＡＴＭです。 

 

 

        業務部地域貢献課 

        業務部地域貢献課 
           〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2丁目 31の 2 

           電話 (0146)22-4100 FAX (0146)22-6106 

           URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 

 

大樹生命札幌共同ビル 4 階 

 


